
関門地域の観光に焦点を当てた現状整理と課題についての考察



－ 1 －

関門地域の観光に焦点を当てた現状整理と課題についての考察

下関市立大学　竹内　裕二

1　はじめに

　日本の総人口が、2008 年をピークに達して以来、減少に転じている（総務省統計局、

2021、2023）。この傾向は、今後も継続していく予測がなされている（国立社会保障・人

口問題研究所、2023、p.2）。このことから考えられることは、観光地に日本人新規訪問

客を獲得し続けることが困難だということである。

　このことについて、岡野雄気・倉田陽平・直井岳人（2018、p.5）は、観光地における

新規訪問客の獲得に力を入れるよりも、リピーターを獲得する方に力点を置くことが重要

であるという。さらに、このことを促進させるためには、訪問客が再訪したくなる要因を

把握することが求められると指摘する。その要因に関する先行研究として、満足度（例えば、

金岡省吾・市村恒士・富田将義・黒澤和隆 [2004]、SooCheong (Shawn) Jang, Ruomei 
Feng [2007])、新奇性（例えば、SooCheong (Shawn) Jang, Ruomei Feng [2007])、観光イ

メージ（例えば、Ching-Fu Chen, DungChun Tsai、2007)、場所愛着 [Place Attachment]
（Atila Yuksel, Fisun Yuksel, Yasin Bilim [2010]、Girish Prayag, Chris Ryan [2012]) な
どがあることを挙げている。

　特に、岡野・倉田・直井（2018、p.5）は、リピーターを獲得する上で重要な要素の一

つとして、場所愛着を挙げている。それに関連して、呉宣児・園田美保（2006）や鈴木春奈・

藤井聡（2008）は、場所愛着が居住地域の「清掃活動やまちづくり活動などの地域貢献活

動への積極性に影響している」という。さらに、鈴木春奈・藤井聡（2008）は、地域産品

の購買傾向と場所愛着との間に関連性があると報告している。その報告の総括として、「観

光地に対する愛着は地域への再訪だけでなく、環境保全活動や地域産品の購買など観光地

にとって有益な行動を促す可能性があり、観光地への愛着の形成を促すことは重要である」

と述べている。本研究においても、このような場所愛着を議論の出発点とし、その他の項

目との関連について考究する。

　本研究で取り扱う事例は、「関門地域の研究」という性質から関門地域の観光（特にリピー

ターの獲得）に焦点を絞った内容にする必要がある。このような状況から本研究の目的は、

関門地域における観光に焦点あて、これまでの関門地域観光政策について整理するととも

に、現状の課題を明らかにすることである。なお、この課題に対する解決への方向性につ

いての具体的内容は、今後の研究で行うこととする。

　そのうえで、本研究方法は関門地域の観光政策に関連する既存資料、先行研究などを基

に関門地域観光の課題を整理する。次いで、関門地域観光に対する課題整理より得られた

知見を基にフィールドワーク（モニタリングツアー）を実施する。このことによって、具

体的課題を明らかにしていく。このことで、今後行っていく本研究の方向性を示す。
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2　「関門地域」の概要

　関門海峡は、日本の

本州（山口県下関市）

と九州（福岡県北九州

市）を挟む海峡のこと

である（図 1 および図

2 参照）。関門海峡は、

縦貫する全長 50km、航路幅 500 ～ 2,200 ｍ、航路水

深 12 ｍの狭くて細長い水路を関門航路という。最も

海峡幅が狭い早鞆瀬戸（図 2 参照）では、約 9.4 ノッ

ト（時速 16.67 ㎞）にも達する潮流が発生し、海上交

通の難所になっている（国土交通省九州地方整備局、2008）。現在は、1907 年の「関門

海峡工事の修築工事計画注１）」が実施されたことから大型船舶が航行できるようになった。

このような関門海峡の景色は、観光を楽しむ者たちに対し地形的な雄大さと美しさを提供

している。さらに、その光景をより際立たせる演出に、前述した大型船舶が一役を担って

いる。また、この地は、平安時代に起こった源平合戦最後の戦場地となる「壇ノ浦」、江

戸時代に行われた宮本武蔵と佐々木小次郎の決闘の場「巌流島」、幕末から明治時代の明

治維新の歴史に登場する人物を輩出した地、日清講和条約（下関条約）締結の場、昭和時

代の戦時下における重要拠点になるなど、日本の歴史に数多く登場するエリアでもある。

また、当該地域が日本遺産（関門ノスタルジック海峡）として、日本遺産審査委員会より

認定されている。このことからも、この地域が持つ魅力は、観光資源として欠かすことが

できない要素（景色・歴史）を兼ね備えている。それゆえ、全国に誇れる地域だといえる。

3　「関門地域」の観光客数と観光地との関係

　現実に目を向ければ、北九州市の観光客は、北九州市産業経済局 観光部観光課

（2021、p.2）の調査によれば、2015（平成 27）年の 25,324,000 人から 2019（令和 1）年の

24,208,000 人へと減少傾向にあった。さらに追い打ちをかけるかのように、2019 年 12
月に発症した新型コロナウイルス感染症拡大（以下、コロナ）で、2020（令和 2 年）年の

10,143,000 人、2021（令和 3 年）年の 11,053,000 人と観光客が大きく減少している。これ

に対する観光消費額は、2015（平成 27）年の 1,434 億円から 2019（令和 1）年の 1,345 億円

へと減少傾向にあった（2020（令和 2 年）年：550 億円、2021（令和 3 年）年：398 億円）。

　一方の下関市の観光客数は、山口県観光スポーツ文化部観光政策課（2022、pp.9-10）
の調査結果から 2015（平成 27）年の 6,677,828 人から 2019（令和 1）年の 7,112,699 人

まで年々増加傾向にあった。当然、下関市もコロナによる影響で 2020（令和 2 年）年の

3,820,239 人、2021（令和 3 年）年の 3,717,773 人と観光客が大きく減少している。この

数に対する下関市の観光消費額は、公表されていない。
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　次に関門地域にある観光スポットに対する一般市民の動向調査については、福岡県・山

口県共に実施している。この調査結果を基に分析を行うが、両県同じ調査内容ではない。

詳細が異なるものの両県同じ調査項目は、観光地別の観光客数の動向である。その他は、

大きく異なる。福岡県は、観光ビッグデータを用いた調査手法をとっている。それに対して、

山口県は、観光客全体数および外国人観光客の変動が中心になっている。それゆえ、同等

に比較することができないが、関門地域に特化した観光地への観光客数を把握する上にお

いて有効であると考える。

　福岡県商工部観光局観光政策課（2023、pp.6-9）の調査によると関東・関西・福岡県以

外の九州の人を対象にアンケートを実施している。サンプル数は、3,003 人である。SNS
調査は、トリップアドバイザー及びインスタグラムの投稿から観光客のトレンドについて

分析を行っている。

　結果として、（１）旅行先を決める際に参考にする情報源で最も多い項目が、「親族・知

人からの口コミ（36.5％）」、次いで「旅行会社の店頭チラシ・パンフレット（33.1％）」、「自

治体等の公式観光 HP（19.7％）」の順だった。

　（２）福岡県全体のイメージのトップは、「食べ物が美味しい（79.0％）」であった。次

いで「交通の利便性が高い（47.1％）」、「都市の娯楽・サービスが充実している（41.4％）」

の順であった。

　（３）観光地の認知度と来訪・体験意向の調査項目では、門司港レトロが全体の中でも

2 番目（40.2％、1 位は福岡タワーで 45.9％）に高かった。一方の来訪・体験意向では、「マ

リンワールド海の中道（45.9％）」が最も高く、次いで「筑後川温泉（41.7％）」、「原鶴温

泉（39.3％）」、「福岡タワー（32.3％）」、「門司港レトロ（31.2％）」の順であった。

　福岡県は、認知度と来訪・体験意向の偏差値からも認知度と来訪意向が共に高いことか

ら、福岡県内の観光にとっても核となる主要資源になっていることを指摘している。

　（４）観光地の来訪者率は、1 位「大濠公園（22.4％）」、2 位「門司港レトロ地区（22.2％）」、

3 位「福岡タワー（20.6％）」の順であった。この結果からも、門司港レトロ地区への来

訪率が他地区と比較しても高い。これらのデータから門司港レトロ地区は、福岡県を代表

する観光地として大きく貢献していることが明らかになった。

　次に下関市側について、山口県観光スポーツ文化部観光政策課（2022、p.27）によれば、

下関市内の観光地への来場客数ランキングは、表 1 に示す通りである。この表についての

説明をするならば、1 位から 4 位までは、下関市内全体の順位を示している（表中の順位

にカッコで括っている数字は、関門地域以外の観光地を示している）。それ以下の順位は、

関門地域に絞って記載している。次に「県外来場者数」と「県内来場者数」の欄を黒く色

付けしている。色付けされた項目は、県内外の来場者のうち、多い方に色付けし、数字を

白抜きしている。この結果から上位 4 位中 3 地点が、道の駅であった。また、その来場者

の内訳を見てみると県内からの来場者が全来場者の半数以上を占めていることがわかる。

他方で、関門地域に特化して観光地を見てみると県外からの来場者の多さが目立つ。
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　上述した福岡県と山口県双方の調査

から関門地域に特化して結果をまとめ

てみると次のような事実が浮き彫りに

なってくる。①関門地域内にある「門

司港レトロ地区」は、福岡県内の観光

にとって核となる主要資源になってい

る。②対岸にある下関市唐戸地区周辺

の観光には、圧倒的に県外からの来場

客が多い。この事実から調査主体が行

政区の違いにより別々になっている

が、結果として関門地域は、県外観光

者によって支えられている構図が見え

てくる。

　福岡県の調査内容から山口県にとっ

ても共有できる項目として「旅行先を

決める際に参考にする情報源で最も多い項目は何か」を挙げることができる。その回答の

1 位が「親族・知人からの口コミ（36.5％）」であった。このことから、観光客にとっての

観光地における体験が、他者への伝承やリピートになっていることがわかる。その延長線

として、形にならない情報を具現化した回答が 2 位「旅行会社の店頭チラシ・パンフレッ

ト（33.1％）」や 3 位「自治体等の公式観光 HP（19.7％）」と考えれば、政策レベルでなく

市民レベルにおける今後の観光戦略として重要な示唆をしていることがわかる。

　

4　「関門地域」の観光政策と現状

　本稿で取り挙げる政策は、イベント重視でなく、観光資源を中心に取り挙げる。その理

由として、本研究におけるテーマが、観光地の「愛着」という視点に重点を置いているか

らである。そのような観点から関門地域に関する代表的な政策として、国土交通省・地域

整備局（2006）によるデータベースがある。このデータベースは、全国の「まち再生」に

取り組んでいる事例を国土交通省が調査（2005 年から 2006 年）し、その結果をデータベ

ース化したものである。この事例の中には、門司港と下関市の事例が取り上げられている

（事例番号 119：下関市、事例番号 131：北九州市門司港）。

　これらの事例の特徴は、次の通りである。下関市の事例は、ハード整備を中心とした観

光地に関する政策を中心とした報告である。一方の門司港は、門司港レトロ地区における

ハード整備が整い、その次の段階として産官民による連携によってソフト面を中心とした

賑わいづくりを行っていることに主眼を置いた報告をしている。この 2 事例から下関側の

事例報告は、本稿で取り挙げることができる。しかし、北九州市側の事例報告は、前述し

た理由から取り挙げることができない。そこで、北九州市（2008）が発表した「門司港レ

(1) 760,862 304,348 456,514

(2) 473,234 141,965 331,269

3 332,527 235,267 97,260

(4) 262,284 52,456 209,828

6 142,580 105,042 37,538
13 34,702 24,283 10,419

14 31,169 11,956 19,213
17 26,834 10,293 16,541
18 25,560 20,705 4,855
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トロ観光まちづくりプラン」を取り上げる。これらの資料を基に当時の状況を整理したう

えで、前述した福岡県商工部観光局観光政策課（2023）、山口県観光スポーツ文化部観光政

策課（2022）、北九州市産業経済局　観光部観光課（2022）の調査結果をと重ね合わせな

がら現状について整理する。さらに、モニタリングツアーを実施し、観光客の目線からの

現状を示す。

　4.1　「関門地域」門司港側の観光政策

　門司港レトロ地区に特化した観光客数および観光関連数値に関して近年公表されたデー

タは、筆者の管見の限り見当たらない。公表されたデータの中で最も新しいものは、2008
年に公表された「門司港レトロ観光まちづくりプラン（pp.4-5）」である（北九州市全体の

観光客数、宿泊者数の統計があるが、門司港レトロ地区に特化した統計が筆者の管見の限

り見当たらない）。観光客数に関して

は、図 1 および図 2 に示す通りで

ある。図 1 は、門司港レトロ地区全

体の観光客の動向を示している（門

司港レトロ地区とは、レトロ地区と

和布刈地区の全体を示すエリアのこ

とを指す）。この図からわかること

は、2003 年をピークに減少傾向あ

る。宿泊客数は、日帰り客数に比べ

て著しく少ない。図 2 は、レトロ

地区と和布刈地区の観光客数を比較

したものであるが、和布刈地区を観

光する人が少ないことがわかる。

　この状況を踏まえたうえで、回遊

性について 2002 年と 2007 年を比

較してみると、「門司港レトロ地区

→下関」で 17 ポイント増、「レト

ロ地区→下関」で 12.8 ポイント増、

「布刈地区→下関」で 24.2 ポイント

増、「レトロ地区→布刈地区」で 1.6
ポイント増、「布刈地区→レトロ地

区」で 9.7 ポイント増であった。こ

の結果から「レトロ地区→下関」に

ついては、関門汽船での移動が主と

なる。「和布刈地区→下関」は、関

37.2

44.2
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門トンネル人道による移動である。また、「レトロ地区→和布刈地区」および「和布刈地区

→レトロ地区」は、関門トンネル人道だけでなく、主として和布刈り公園、展望台など、

景色を楽しむために車で移動することになる。トロッコ列車の運行開始は、2009 年 4 月で

あることから、当時のポイント増加に寄与していないことになる。滞在時間については、

2.7 時間であり、駐車施設の駐車時間から平均 2.4 時間だという。

　「門司港レトロ観光まちづくりプラン」では、前述したことを踏まえ、次のように課題

整理を行っている。①観光客の増加策、②回遊性の向上・滞在時間の長時間化、③観光消

費額の増加策、④地域資源の発掘・伝承、⑤観光と暮らしの活性化の 5 点である。①および

②については、前述の 2009 年のトロッコ列車の運行開始などにより、レトロ地区と和布

刈地区とを結ぶことで観光客の増加、回遊性に効果が出たものと推測する。⑤については、

前述の「門司港レトロ観光まちづくりプラン」が発表されて 12 年後の 2019 年 3 月に北

九州市（2019）が「門司港地域複合施設基本計画」を発表している。この計画は、門司

港地区周辺の公共施設統廃合し、JR 門司港駅横付近に集約させた施設を建設するもので

ある。この完成によって、観光地としての賑わいに加えて、地域の市民活動が盛んになる

ことで、より一層のまちの賑わいが期待できる。また、これに先駆け、同年 3 月 10 日に JR
門司港駅がグランドオープンしている。このリニューアルオープンによって、観光客の増

加に寄与しているものと考える。その根拠として、福岡県商工部観光局観光政策課（2023、
pp.11）の調査から門司港駅がインスタグラムに投稿された観光スポットの中で、福岡県全

体で 5 番目（1 位：太宰府天満宮 [1.985 件 ]、2 位：キャナルシティ博多 [807 件 ]、3 位：福

岡タワー [660 件 ]、4 位：大濠公園 [649 件 ]、5 位門司港駅 [523 件 ]、6 位小倉城 [421 件 ]）
だったことからである。

　4.2　「関門地域」下関市側の観光政策

　下関市側の関門地域に関する政策は、国土交通省・地域整備局（2006、事例番号 119）
が取りまとめた事例（以下「事例 119」という）に記された内容を基本として進んでいる。

その後、2012 年に「下関市観光交流ビジョン 2022」を発表している（下関市、2012）。
このビジョンは、2022 年を想定した観光客誘致に関する具体的行動指針を示した内容で

ある。さらに、2021年には下関市を代表する観光地の一つである「火の山」の再整備計画（構

想）を発表している（下関市、2021）。本節では、これらの情報を基に現在の状況を重ね合わ

せていく。

　事例119の中での大きな課題は、「日帰り観光」が主流であることを挙げている。旧下関

市地区の観光客推移は、図 3 に示す通りである注３）。この結果を北九州市・門司港レトロ地

区の結果（図 1 参照）と比較しても、観光客数、宿泊数共に下関市側の方が多い。下関市は、

この地の利を活かし、より一層の観光客数の増加を狙った政策（2009 年当時）を行うとい

う。この改善策として、次に説明する「下関海峡パノラマ構想」で提案した観光戦略を確

実に実施することで下関市の魅力を高めていくというものである。
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　この「下関海峡パノラマ構想」とは、通過型観光から滞在型観光への意向を目指し、JR
下関駅から火の山公園までの海岸線一帯を「海峡パノラマ地区」と設定する。このことで、

具体的観光戦略を展開するものである。この展開を促進させる特徴的手法は、設定したエ

リアを観光客が「そぞろ歩き注４）」ができる快適な散歩をするというコンセプトの元、観光

客の滞留時間を延ばすための整備である。2009 年当時に提示した具体的施策（7 項目 20 細

目）を計画中、検討中、実施済の 3 段階に進捗状況を示している。さらには、その細目に

対して短期（1-2 年程度）と中期（3-5 年程度およびそれ以上を想定）に分けている。この

中で、計画中及び検討中の項目を取り上げ、2022 年現在の状況と比較してみる（下記の ( 

) 内数字と○内数字は、下関市が示した具体政策番号を示す）。

（1）「回遊ネットワークの整備」の①遊歩道整備は、“みもすそ川公園”及び“あるかぽー

と”周辺整備が行われているが、設定エリア全体の状況を確認できるまでに至っていない。

②関門渡船のリニューアルについては、2010 年 3 月、2015 年 7 月、2018 年 8 月に新造船

を就航させている。③循環バス・ベロタクシー等の導入については、2023 年段階で実現し

ていない。

（2）市民参加型イベント等の充実の①オープンカフェの開催については、実現している

かどうかの判断がつかない。

（3）観光まちづくりの担い手の育成は、確実に進んでいるものと捉えている。

（4）既存観光施設のリニューアルの①火の山公園・みもすそ川公園のリニューアルにつ

いては、次の通りである。火の山公園については、2021 年に「火の山地区観光施設再編

整備基本構想」が発表され現在、展望台の新たな設置など大幅改修が行われている。他方

のみもすそ川公園は、2015 年に海岸保全施設整備事業の一環で改修されている。

（5）新たな都市観光拠点の形成の①あるかぽーと下関（東港地区）の開発については、
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2022 年の「下関海峡エリアビジョン」を策定し、続いて 2023 年 2 月に「あるかぽーと・

唐戸エリアマスタープラン」を発表している。その中でも 2023 年現在、星野リゾートに

よるホテル事業が推進中であることからも、大幅な開発が行われている。

（6）情報・交通結節点の整備の① JR 下関駅の改築は、2014 年 3 月にリニューアルオー

プンしている（2006 年 1 月の火災で焼失したことによる再整備事業）。②唐戸地区等の情

報案内機能の強化については、実現しているのか、していないのかの判断がつかない。

（7）既存商店街の整備と街中居住の促進の①既存商店街の再整備は、現段階で実現して

いるように見えない。②街中居住の促進

は、状況把握ができていない。

　以上の状況から2009年当時の計画は、

2023年現在において概ね計画通りに進ん

でいると考えられる。下関市が課題として

挙げていた観光客の増加については、コロ

ナ前の2019年に過去最高の来場客数を記

録している。宿泊客数については、2018 年

に過去最高の記録を出している。それに対

し2019年の数は、2018年と比較して減少

しているものの大きな違いがない。このこ

とからも、順調に計画を遂行しているがゆ

え、これまでの政策効果が出ているものと

考えられる。

5　「関門地域」門司港側と下関市側の共

通した観光政策の課題と現実

　筆者は、上述の「1、はじめに」で本研究

において、リピーターの獲得に焦点を当

てると述べた。このことを基軸に関門地

域の状況を門司港側と下関市側の取組み

を並べて見た場合、両側で共通する課題

は、回遊性の促進である。門司港側は、

門司港レトロ地区と下関市や和布刈地区

の回遊率が伸びていることを成果として

挙げているが、その後の具体策が見えて

こない。一方の下関市側は、前述した（1）
「回遊ネットワークの整備」の①遊歩道

整備において、みもすそ川公園、あるか

NPO

2023 12 9 9 16

24 16 8
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ぽーと周辺の整備を行っているが設定エリア全体整備ができているのか不明である。しか

しながら現段階において、この点を明らかにする報告書は公表されていない。そこで、筆

者は自分自身が実際に回遊してみることで、この確認を行うことにした。この取組み主催

は、地域密着型 NPO にお願いした。概要は、表 2 に示す通りである。また、このツアー

で知り得た参加者からの意見集約結果は、表 3 に示す。なお、本表中の黒丸白抜き番号は、

表 2 および図 4 の同番号とリンクしている。

　このモニタリングツアーからわかったことは、両市ともに政策としての「回遊性」の促

進について実行し、お互いに連携を図っている。ところが、一部でその有効性が見られる（関

門渡船での往来など）ものの、その多くが各市内で完結した形であり、誰の目にも見える

形での行政区域の異なる 2 つの市の回遊にまで至っていない。実際に歩いてみて分かった

ことは、門司港レトロ→（2.4 ㌔）→関門トンネル人道→（0.78 ㌔）→みもすそ川公園→（1.86
㌔）→唐戸市場までの距離が 5.04㌔で決して長い距離ではないということである。しかし、

日頃歩かない人にとっては、長い距離に感じる。この点は、自転車で補えると考えれば、

レンタサイクルの役割が大きい。

　5.1　北九州市門司港側

　門司港側は、前述した通りレトロ地区から和布刈地区までサイクリングロードを整備し

ていることから、新たに大掛かりな整備を必要としない。ところが、利用者（自転車・歩行

者共に）が少ないために寂しい道になっている。そのため、人が近寄りたくても、近寄れ

ない雰囲気を醸し出している。また、休憩ポイントとなるノーフォーク広場は、駐車場を

整備しているが、自動車や自転車で移動する人々による利用者数が少ない。その理由とし

て自動車の場合、和布刈公園や第二展望台までが近距離の位置にある。このことから、直

行するため立ち寄らない状況にあると推測される。関門海峡を望む景観としては、ノーフ

ォーク広場も、和布刈公園も変わらないが、観光客にとって真横からの景色と上から眺め

る景色とを比較した場合、上から眺める景色を選択しているということになる。

　あえて整備を望むならば、和布刈神社から関門トンネル人道入口（門司港）までの区間

である。この区間は、それまでの景観と異なり寂しさを感じる。特に歩行者に、寂しさを

感じさせてしまっては、当該地へのリピートに繋がらない。また、表 3の❷❸で参加者の

意見が記述されているように関門トンネル人道（門司港側）入口付近は、観光客にとって

不安を感じさせる状況にある。下関市側から関門トンネル人道を通って来た観光客にとっ

て、対岸の北九州市を楽しみたくても、門司港レトロへの行き方わからず、不安になって

しまっては意味がない。さらには、下関市側と異なり、お土産や小腹を満たす食べ物が買

える場所がない（コロナ前までは実在）ことも魅力を半減させてしまう要素になっている。

　5.2　関門トンネル人道

　関門トンネル人道の利用者数は、増加傾向にあるという。ところが、一般社団法人海峡
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都市関門 DMO の話によれば、自動車による来場者が多いためか、どちらかの入口からト

ンネルに入れば、その入口に戻るため、両市を回遊させる機能が弱いという。その理由を

考えれば、前述した通り自動車で来場した人は、駐車した車に戻るため当然の答えだとい

える。参加者の中には、この考えに対して、これまでと異なった見方をする者もいた。そ

の意見が示唆することは、「地上から地下のトンネル入口に到着するまでは、期待感が大き

い」、「トンネルを歩きだして間もなく、同じ風景が続くため飽きを感じ始めると、反対側

の入口に着くまでが苦痛に変わる」という。トンネルの距離は、0.78 ㌔であるが、単調

な印象を与えていることが伝わってきた。このトンネルは、全国的にも珍しい人道トンネ

ルである。そのため、全国的にも知られる観光名所の一つであるが、リピートに繋がらな

い理由が、ここにあると感じた。また、前節で述べたレンタサイクルを普及したくてもト

ンネル内は、自転車の持ち込みが可能（有料 20 円）であっても、乗車できない。つまり、

押して歩かないといけない。この点も、レンタサイクルが普及しない要因の一つであるが、
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この部分は一般人による改善ができない。それよりも、自転車・歩行者に関係なくトンネ

ル内の改善（飽きない工夫）が急務だと考える。

　参加者から下関市側に到着し、エレベーターで地上に上がった直後の意見として、エレ

ベーターの乗口付近に「地上へ上がると『お土産』や『地元名物』が食べられる」といった

案内があるならば地上に上がりたくなるという。このことから回遊性とは、対岸に行くこ

とだけが目的なのでなく、行った先での「ご褒美」を準備してあげることも大切だと感じた。

　5.3　下関市側

（1）遊歩道の有効性についての検証

　関門トンネル人道（下関市側）入口に関する参加者からの意見としては、観光客にとっ

てバス移動が難しいという。せめて、地下のエレベーター乗口付近で案内してもらえると

助かるといった意見が会話の中であった。このことから観光者に対し、地上に上がってか

ら次の目的地に行くための案内を示すことも大切であることを参加者から学んだ。

　関門トンネル人道（下関市側）入口付近には、トイレ、観光案内、お土産やちょっとし

た食べ物が買える休憩所としての役割を果たしている。また、目の前には、みもすそ川公

園がある。そこには、ボランティアによる紙芝居、実物大の音が出るレプリカ大砲が設置

されている。ここでの景色は、火の山公園から見る景色と異なり、関門橋を下から眺める

ことができるといった雄大な景色を楽しめる。この公園から唐戸市場に向っての道は、途

中まで整備されているが、それ以後住宅や飲食店、ホテルなどがあるため、途切れてしまう。

歩行者にとっては、国道の横を自動車に気を付けながら歩行しなければならない。しかし、

自転車は自動車と並行して走行しなければならないため、歩行者よりも危険度が増す。さ

らには、自動車を運転する人にとって、より一層の注意が必要となる。そのため、渋滞の原因

になる。このことから「回遊ネットワークの整備」の遊歩道整備は、完成していないことがわ

かった。同時にレンタサイクルを推進することについて、現状時期尚早ということになる。

　だからといって観光客にとって、完成するまで待つことなどできない。その代案として、

観光客を増やすという政策課題との抱き合わせによる解決案を考える。つまり、観光客は

「交通の利便性」重視していることが福岡県商工部観光局観光政策課（2023、p.7）の調査

結果よりわかった。このことから、観光客を“みもすそ川公園”から次の観光地へ観光客

を逃がさないことが重要になる。そのためにも、唐戸市場方面もしくは（「海峡パノラマ

地区」に含まれていない）長府武家屋敷方面へ行くためのバスの乗り方を説明する必要が

ある。さらには、自転車も同乗させることも検討する価値がある。別案としては、関門地

域（当然、指定区域を決める）内であれば、自転車の乗り捨てができる仕組みの構築であ

る。この案を難しくしていることは、行政区域が異なる北九州市と下関市が連携する点で

ある。どちらの市で借りて、指定された範囲内で乗り捨てができるということは、現在の

指定業者の業務範囲が広がるため困難を期すことも承知の上での提案となる。現状の観光

客数を増やすためには、観光客が求めるニーズを満たす努力も必要になってくる。
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（2）幹線道路から一本奥まった観光地について

　参加者は、幹線道路から安全性を優先して、一本奥まった道路を歩いた。赤間宮から日

清講和記念館、引接寺へと歩き、唐戸市場へ向った。このルートは、歩行者にとって安全

であるが、人家の横を通過するため、近隣住民から苦情が来ると感じた（今後、主だった

散策コースになった場合）。観光地として、それらの地点の一つひとつによさはあるものの、

ルート全体のストーリー性に欠ける。

　唐戸市場付近には、国指定重要文化財：旧下関英国領事館、旧秋田商会ビル、下関南部

町郵便局など、明治から大正にかけて建造された洋館が数多く現存している。参加者の意

見よれば、観光客にとって唐戸市場で昼食した後、それらの施設を散策しようという気に

ならないという。その理由として、「行って何をするのかがわからない」からだという。

この意見から観光を仕掛ける側として、観光客へ「行かなければならない理由」を提示す

る必要があることを痛感した。その目的には、ただ古くて歴史的価値が建造物だという理

由でなく、食事やお土産等、観光者にとっての楽しみが求められる。その点、旧下関英国

領事館は、屋内に喫茶店があることから行く目的を提供しているが、その他の施設には見

当たらない。せめて、建物内でなくても、近隣に付随した目的達成のための施設の設置が

必要である。

　5.4　その他

　今回のツアー内容以外で驚かされたことがあった。それは、駐車代の高さである。特に

門司港側は、平日のみ最大金額が設定されているが、週末・祝祭日に設定されている箇所

が少ないことがわかった。駐車料金が安い所を知っている人は、朝の早い時間から占有し

ている。そのため、観光するピーク時に駐車料金安い駐車場がなくなるという道理である。

このことからも、門司港側で滞在時間が短い理由がここにあることに気づかされた。一方

の下関市側は、北九州市側よりも駐車料金が高くないが、今以上の回遊性を向上させるこ

とを考えるならば、下関市側においても駐車料金設定の工夫が必要である。この解決案と

して、①関門渡船を利用することにより駐車料金の割引をする、②レンタサイクルを利用

することで、週末・祝祭日限定：一日最大料金が適応できるなどの工夫があってもよい。

　レンタサイクルに関する参加者意見としては、レンタサイクルについての情報を持って

いる人が皆無に近い状況だった（具体的情報については、まったく知らかなかった）。この

ことからも、門司港及び唐戸地区でレンタサイクルを利用したくても、その存在を知らな

いがゆえに、利用したくとも利用しなかったと考えるのが自然である。特に北九州市側は、

これまで整備してきたサイクリングロードなどを含む歩道関連の市有財産価値を高める必

要がある。また、下関市側は、みもすそ川公園から唐戸市場方面の歩道整備が着手できて

いない一部区間の整備が望まれる。それら一連のコースが完成を前提に、両市の市有財産

の利用率増加と、それに伴っての回遊率増加が急がれる。実際に歩いた者たちから門司港

側のサイクリングロードやみもすそ川公園の遊歩道は、「よい道だ」という共通した意見
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が出てきたことからも既存のサイクルロードについて、自信をもって他者に紹介できる。

まずは、観光客、両市民に対して、それらの使用方法としてのレンタサイクルの普及をし

ながら、市有財産の有効性と認知度アップを行わなければならない。

6　まとめ

　本稿では、関門地域の観光政策について、これまで公表してきた両市の関門地域におけ

る観光政策を出発点に 2023 年現在の課題と現状についてまとめた。その上で、関門地域

について、両市の課題となっている「回遊性」と「観光客の増加」に焦点を当てた検証を

行った。その検証は、観光地を利用する者であり、観光者になる市民によって、モニタリ

ングツアーを行った。

　まずは、「観光客の増加」という視点で、コース全体を捉えてみた場合、ツアーに参加

した市民・観光者目線で知り得た結果は、①回遊性に向けての政策実行を行っているが、

北九州市側で利用する側の観光客や市民の認知度（サイクリングロード、レンタサイクル

など）が低いために市有財産の有効活用ができていない。

　②一方の下関市側は、「回遊ネットワークの整備」という政策の一環として遊歩道整備

を実施しているが、整備区間の一部で遊歩道が未だ完成に至っていなかった。今後完成を

迎えることになれば、新たな観光資源として観光客の滞留時間も長くなり、これまで以上

に観光客が増加する可能性が出てくるものと考える。

　次に、前述の「観光客の増加」と連動して「回遊性」を捉えてみれば、地域資源の活用

をした「回遊性」に対する今後の“伸びしろ”は十分にあることがわかった。今回実施し

たモニタリングツアーのコースは、わずか 5.04 ㌔であるが、観光客にとって長すぎる距

離である。この長さを短く感じさせるためには、レンタサイクルの普及が必然的に求めら

れる。しかし、現実は、関門トンネル人道において自転車に乗車できない現実がある。こ

の状況を鑑みれば、観光客は、必要な箇所で「乗り捨て」や「利用」ができるといった都

合の良い利用法を求めたくなるものである。このような考え方は、利用者の利便性を優先

した考えを用いてのことである。一見、夢のような話に聞こえるが、このような手法は既

に他国で活用されている。この現実を考えれば、他国で出来て日本で出来ないことがない

と思われがちであるが、行政区域が異なる 2市を跨いでの運営になることから容易に具現

化が難しいものと予測される。

　この取組みによる解決方法は、「観光客の増加」だけを主眼に考えているわけでなく、「滞

在時間の（今現在よりも）延長」という視点を考えてのことである。観光客にとっての門

司港は、福岡県商工部観光局観光政策課（2023、pp.6-9）の調査結果からも、当該地域

の認知度が北九州市側の観光客が減少しているにも関わらず、福岡県内の中でも上位クラ

スに位置している。他方の下関市側の観光地は、他都市からの観光客によって支えられて

いる現実にある。これらの状況から言えることは、行政区が異なる 2 つの市が「関門地域」

というエリアによって、お互いの強みと弱みを補なう必要があるということである。なぜ
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なら、「関門地域」は 2 市によって構成されているがゆえに、両市が共に力を合わせた活

動をしなければ、政策上の課題解決をすることなど難しいと考えることが自然である。こ

の取組みによって、お互いの観光政策課題である「観光客の増加」と「回遊性」の実績向上と

改善に向けた取組み実現が可能になる。その手始めが、関門地域の回遊性を視野に入れた

レンタサイクルの普及・活用と新たな運用推進なのである。ところが、ここでも両市を跨

いでのレンタサイクル運営主体が協議によるところ大きいという障壁にぶつかる。このよ

うな状況からレンタサイクルによる「回遊性」を持たせることの難しさが透けて見える。

　ここまでのことからも関門地域において、「観光客の増加」と「回遊性」との間に密接

に関係しあっていることがわかった。実際問題として各行政は、コロナ前までの関門地域

の観光客数および宿泊者数を上回るための施策を打っていかなければならない。そのため

の手段として、新たな外国人観光客の誘致に重点を置いた取り組みを行っている。その一

方で、観光客のリピート率を向上させる取り組みも重要になってくるが、外国人誘致より

も対応が鈍い。後者の取り組みは、前者以上に時間を必要とする。つまり、リピートさせ

るための仕掛けを構築していくことは、言葉で言うよりも、実行することの方が難しいこ

とを意味している。

　また、本稿で示した課題を具現化したとしても、現実的に観光客のニーズと合致し、リ

ピートに繋がる確実性などない。しかし、気づいた項目の中で、出来ることから確実に一

つずつ形にしていかなければ、いつまで経っても状況は変わらない。そこには、観光客に

とって当該地域への愛着を形成する努力が求められる。すなわち、観光地の愛着は、地域

資源の美しさ、当該地域の人々の“優しさ”や“おもてなし”の上に先行研究で示されて

いる地域産品を提供していくことの繰り返しになる。このことによって、観光客の潜在

意識の中に刷り込まれていくものと考える。さらには、福岡県商工部観光局観光政策課

（2023、pp.6）の調査結果にも表れている旅先を決める際に参考になる情報源の 1 位「親族・

知人からの口コミ」へとつながっていくものと確信している。

7. 注釈

注 1）この計画は、暗礁の撤去・航路増深をおこない海難リスクを低減すると共に大型船

を通航可能とし、輸送コストの低減・国家経済の発展に資することを目的として着手さ

れた。1910 年当時の関門海峡の水深は、数 m しかなかった部分もあった。米軍が戦時

中に関門海峡へ機雷を投下している。その当時の機雷は、今なお未処理まま存在してい

るという特異な海域注２）でもある。このような取組みを経て 100 年後の 2010 年には水

深 12m まで掘り下げた。2014 年には、暫定水深 13m 化が完成した。国土交通省の計

画では、2034 年までに水深 14m 化を実現する予定である（国土交通省九州地方整備局 

関門航路事務所、2010、巻頭言）。

注 2）太平洋戦争の末期にアメリカ軍 B29 により日本近海に投下された機雷は、1 万 2000
個とされ、うち 4,631 個が関門海峡周辺海域に投下されたと推定されている。1969 年
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までに海上自衛隊の掃海により 2,630 個の機雷が処理されているが、未だ関門周辺

は残存機雷危険海域に残存している。（国土交通省 九州地方整備局 関門航路事務所、

2010、p.39）
注 3）本来は、北九州市側と対比させることを考えれば、1995 年 -2006 年でよかった。

しかし、現状把握を試みるうえで直近の状況も必要なことから 2022 年までを掲載した。

注 4）そぞろ歩きとは、「当てもなく、気の向くままにぶらぶら歩きまわること（weblio
辞書および goo 辞書より検索）」という意味である。
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